動詞の活用
◆「行」と「段」を区別しよう

　　　　　　　　上　　　　　　下



あ　い　う　え　お　→ア行

か　き　く　け　こ　→カ行

さ　し　す　せ　そ


た　ち　つ　て　と


…　…　…　…　…
　　　ア段　イ段　…
　◆まぎらわしい行

　　　　ア行　　あいうえお　　　　※ア行の動詞のは「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(う),得)」だけ
　　　　ヤ行　　やいゆえよ
　　　
　　　　ワ行　　わゐうゑを

　◆活用とは…動詞の形が変わること
　　　　（例）歩く→歩かず・歩きたり・歩く・歩けば　→四段活用
　　　　（例）見る→みず・みたり・みる・みれば
　　→上一段活用

◆活用の種類
　四段活用→　ア段、イ段、ウ段、エ段の４つの段を使う
　上二段活用→イ段、ウ段の２つの段を使う

　上一段活用→イ段だけ

　下二段活用→ウ段、エ段の２つの段を使う

　下一段活用→エ段だけ

　変格活用　→カ変・サ変・ナ変・ラ変
◆活用の見分け方（第１段階）
動詞の下に①ず②ました③。④とき⑤ば　をつけてみる。

※ました（現代語）→たり（古文）

　※現代語とは違うのでつけにくいのも多い。

　※canの意味を入れない。（古文ではcanを含む動詞がない。）
　　　　進む→　○進まず　×進めず


飛ぶ→
○飛ばず　×飛べず
　※終止形は現代語より短くなるのも多い。
　　　（暗記しておくのがよい）

　　　　起きる→起く　　　あける→あく

　　　　閉じる→閉づ
　する　→す

　　　　来る　→EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(く),来)
　寝る　→EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぬ),寝)
　※古典では小さい「っ」は使わない。
　　　　　　誘う→　×誘ったり　　○誘ゐたり
【練習】
①作る→（　　　　　）ず
②着る→
（　　　　　）ず


（　　　　　）ました

（　　　　　）ました[たり]

（　　　　　）。

（　　　　　）。


（　　　　　）とき

（　　　　　）とき


（　　　　　）ば

（　　　　　）ば

　　　　　　（　　　　　）[命令] 

（　　　　　）[命令]

　　　　　　　　↓


　　↓
　　　（　　　）行（　　　　　　　）活用　　　（　　　）行（　　　　　　　）活用
③聞く→（　　　　　）ず
④EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(け),蹴)る→
（　　　　　）ず


（　　　　　）ました

（　　　　　）ました[たり]

（　　　　　）。

（　　　　　）。


（　　　　　）とき

（　　　　　）とき


（　　　　　）ば

（　　　　　）ば

　　　　　　（　　　　　）[命令] 

（　　　　　）[命令]

　　　　　　　　↓


　　↓

　　　（　　　）行（　　　　　　　）活用　　　（　　　）行（　　　　　　　）活用

　　※この考え方で四段活用と上一段・下一段は作れる。
　　※「ず」の代わりに「ない」・「たり」の代わりに「ます」でもよい。
◆活用の見分け方（第２段階）
　上二段・下二段・カ変・サ変・ナ変・ラ変は現代語とは違う。

　まず上二段・下二段の形を繰り返し言って覚えよう。
①起く　
（　　　　　）ず
②過ぐ
（　　　　　）ず


（　　　　　）ました

（　　　　　）ました[たり]

（　　　　　）。

（　　　　　）。


（　　　　　）とき

（　　　　　）とき


（　　　　　）ば

（　　　　　）ば

　　　　　　（　　　　　）[命令] 

（　　　　　）[命令]

　　　　　　　　↓


　　↓

　　　（　　　）行（　　　　　　　）活用　　　（　　　）行（　　　　　　　）活用

③受く　　（　　　　　）ず
④あぐ
（　　　　　）ず


（　　　　　）ました

（　　　　　）ました[たり]

（　　　　　）。

（　　　　　）。


（　　　　　）とき

（　　　　　）とき


（　　　　　）ば

（　　　　　）ば

　　　　　　（　　　　　）[命令] 

（　　　　　）[命令]

　　　　　　　　↓


　　↓

　　　（　　　）行（　　　　　　　）活用　　　（　　　）行（　　　　　　　）活用

　◆活用の見分け方（第３段階）→全部暗記する。
　カ変（「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(く),来)」「出で来」だけ）　

こ・き・く・くる・くれ・こ
　サ変（「～す」「おはす」だけ）
せ・し・す・する・すれ・せよ
　ナ変（「死ぬ」「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(い),往)ぬ」だけ）　　
な・に・ぬ・ぬる・ぬれ・ね
　ラ変（あり・をり・はべり・いまそかり）
ら・り・り・る・れ・れ
◆活用の見分け方（最終段階）
　上一段・下一段・カ変サ変ナ変ラ変の動詞は数が少ないので覚える

　上一段
…「ひる・いる・ゐる・きる・にる・みる」だけ
　下一段
…「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(け),蹴)る」だけ

　カ変　
…「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(く),来)」だけ

　サ変
…「～す」「おはす」だけ

　ナ変
…「死ぬ」「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おう),往)ぬ」だけ

　ラ変
…あり・をり・はべり・いまそかり

　数が多いのは四段・上二段・下二段の３つだけ。

　下に「ず」をつけてみる。

　ア段なら四段、イ段なら上二段、エ段なら下二段。

　取る→取らず　…　四段活用　（「取れず」はcanの意味なので×）
　ほころぶ→ほころびず　…上二段活用
　流る→流れず　…下二段活用


◆注意する動詞
　①古典でア行の動詞は「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(う),得)」だけ　→ア行下二段活用
　

　②一文字で終わる動詞

　　　「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(う),得)」　→ア行下二段活用
　　　「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(く),来)」　→カ行変格活用
　　　「す」　→サ行変格活用

　　　「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぬ),寝)」　→ナ行下二段活用

　　　「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふ),経)」　→ハ行下二段活用

　③「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(お),老)ゆ」・｢EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(く),悔)ゆ」・「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(むく),報)ゆ」はヤ行下二段活用
　④「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(う),植)う」・「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(う),飢)う」・「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(す),据)う」はワ行下二段活用

　④同じ漢字で別の活用

　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(を),居)り　→ラ行変格活用

　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ゐ),居)る
　→ワ行上一段活用

　　　見る
　→マ行上一段活用

　　　見ゆ　→ヤ行下二段活用

　　　見す　→サ行下二段活用
